
２０１４年９月１２日 

イオン九州株式会社 

マックスバリュ九州株式会社

九州内のイオン及びマックスバリュ１６４店舗にて 

９月１５日より「九州食べごろ物語」スタート 
九州でしか味わえない物語がある。 

 イオン九州株式会社（本社：福岡県福岡市 代表取締役社長：柴田祐司 以下 イオン  

九州）及びマックスバリュ九州株式会社（本社：福岡県福岡市 代表取締役社長：佐々木勉   

以下 マックスバリュ九州）では、９月１５日（月）から九州にしかない品質、地元ならで

はの鮮度を大事にした『九州食べごろ物語』をスタートいたします。 

「九州食べごろ物語」は、「地元 ＡＥＯＮ ＰＲＯＪＥＣＴ」(※１)の一環として、    

生産者の産品にかける情熱や思い、こだわりの商品を通して生活者のみなさまに繋いでいく

取り組みです。 

九州で暮らす人でさえ普段はあまり知ることのない、九州の「食」にまつわる物語を 

生活者のみなさまへお届けします。この物語はＴＶＣＭをはじめＷＥＢ(※２)やネット  

スーパーにて発信していきます。 

※１「地元 ＡＥＯＮ ＰＲＯＪＥＣＴ」は、九州７県それぞれが強い個性をもちながら

も各地域特有の資産を活かし共生している特性に着目し「九州力、発揮。」を合言葉に 

九州にしかない価値を創造するプロジェクト。 

※２「九州食べごろ物語」専用ＷＥＢサイト 

http://www.kyushu-tabegoro.com/ 

「九州食べごろ物語」専用ＱＲコード 

「九州食べごろ物語」の第一弾として９月１９日（金）より九州のイオン及びマックス  

バリュ１６４店舗にて、「大分県産 赤採りトマト」を「大分うまいものフェア」内にて 

拡大販売いたします。 

 イオン九州及びマックスバリュ九州は、「地元 ＡＥＯＮ ＰＲＯＪＥＣＴ」を機に 

より一層九州各県における商品の提供や販売の拡大に努めてまいります。 

                                      以上 


